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の

有
意
義
な
実
践
が
可
能
と

な
っ

た
。

こ

う
し
た

今
目
的
状
況
下
で

こ

そ

（

井
上

氏

が

紹

介

さ

れ

た

竃
冒

段
巳
コ
Φ
ω

・゚

じσ

塁
o
α

しD

冒
o
°。
ω

カ

a
⊆
o
菖

8

を

も
じ

っ

て

言
え
ば
）

ζ
Φ

巳

臼
口
o
ロ

しU
鉾
ω

Φ

α

ω

ε
側
鴫

oh

国
o
旨
αQ
δ
昌

の

有
効
性
を
新
た

に

提
起
し

う
る

の

で

あ
り

、

本
パ

ネ
ル

提
題
者
た
ち
の

態

度
は

宗
教
と
宗
教
学
の

区

別
を
曖
昧
に

し
て

研
究
の

学
問
性
を
危
う
く
す

る

退

行
で

は

な
い

。

た
だ

し
こ

の

試
み

が

新
た

な
地

平
を

開

く
た
め

に

は
、

そ
う
し
た

研
究
に

ふ

さ
わ

し

い

学
問
的
言
語
（

宗
教
的
達
人
の

言
説

と

も
堅
実
な
実
証
雫

義
の

そ
れ
と

も
異
な
る
、

相
互

批
判
に
耐
え
う
る

公

共
性
を
も
っ

た

言
語）

創
出、

研
究
作
法
（
近

代
ア

カ

デ

ミ

ズ
ム

に
許・
谷

さ
れ
、

あ
る
い

は
接
続
で

き
る
）

確
立

が

大
き
な

課
題
と

な
る

だ
ろ

う
。

【
全
体
討
議】

 
気

功
は

重

要
な

身
体
的
実
践

。

言
語
と

身
体
的
実
践

に

か

ら
む
重
要
な
実

践
と

し
て
、

フ

ォ

ー

カ

シ

ン

グ

と
、

レ

イ

コ

フ

と

ジ

ョ

ン

ソ

ン

の

理
論
が
あ
る

。

 
認
知
療
法
の

伝
統
と
マ

イ

ン

ド

フ

ル

ネ
ス

と

の

比
較
で
、

瞑
想
を
活
か
し
た

心
理
療
法
に

て

安
全
担
保
の

方
法
は

？

伝
統
的
仏
教
瞑
想
に

お
け
る

戒
・

定
・

慧
や

師
弟
関
係
と
い

う
器
に
よ

っ

て

意
識
変
容
や
神
秘

体
験
に

対
す
る

充
分
な

強
さ

を

持
っ

た

観
察
自
我
の

育
成
が
担
保
さ
れ、

転
移
・

逆
転
移
を
上

手
に

使
い

こ

な

し
て

ア

ン

ビ

バ

レ

ン

ス

の

受
容
と

ナ
ル

シ

シ

ズ
ム

の

超
克
が

促
進
さ
れ

て

き
た

こ

と

に

学

ぶ

必
要
が

あ
る

。

 
イ
ス

ラ

ー

ム

の

庶
民
に

と
っ

て

は
、

シ

ャ

リ
ー

ア

体

系
よ

り
も
フ

ァ

ト
ワ

に

よ

る

断
片
的
具
体
的
解
釈
が
重

要。

ま
た

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

は

知
的
と

同
時
に

庶
民
的
な
伝
統
も
あ
る

こ

と
を

葛
西
報
告
に

指

摘
し

た

い
。

 
瞑
想
に

よ

る

研
究
が

集
団
力
学
に

よ

り
暴
走
し

た
と

き、

研
究
の

質
や
安
全
性
の

担
保
は

？

　
歴

史
的

方
法
や

文
献
学
的
方
法
な
ど

の

既
存
の

方
法
を

否
定
せ

ず、

そ

れ

ら

を

前
提
と
し
て

瞑

想
的
方
法
を

加

え
る

と

提
案
し

た

と
お

り
。

近
代
国
家
に

お

け
る

サ
ン

ガ
・

僧
侶

代
表
者
・

司
会
　
林
　
　
淳

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
蓑
輪
顕
量

な

ぜ

イ
ン

ド

仏
教
は

消
滅
し
た

か

立

　
川

　
武
　
蔵

　
一
　

イ

ン

ド
仏
教
史
概
観

　

紀
元
前
五
、

四

〇

〇

年
〜
紀
元
一

二

〇

〇
年
頃
の

千
数

百
年
間
の

イ
ン

ド

仏
教
史
は

三

つ

に

分
け
ら

れ
る

。

仏
教
誕
生

か
ら
一

世

紀．
頃
ま
で

の

イ

ン

ド

初
期
仏

教、

そ
の

後、

六
〇

〇

年
頃
ま
で

の

中
期
仏
教

、

そ
し
て

六

〇

Q
年
頃
〜
一

二

〇

〇

年
頃
ま
で

の

後
期
仏
教
で

あ
る

。

イ
ン

ド
仏
教
の

巾
期
お

よ

び

後
期
は

、

大
乗
仏
教
が

勢
力
を
有
し
た

時
代
で

あ
る

が、

後

期
仏

教
の

時
代
で

は

大
乗
仏
教
の
一

部
と

し
て

密
教
（
タ

ン

ト

リ

ズ
ム
）

が

か

な

り
の

位

置
を

占
め

た
。

密
教
は
三

時
期
に

分
け
ら
れ
る

。

四
、

五

世

紀
か
ら

六
〇
〇

年
頃
ま
で

の

初
期
密
教

、

六
〇

〇

年
か
ら
一

〇

〇

年
余
り

の

中

期
密
教

、

そ

の

後
］

二

〇

〇

〜
一

三

〇

〇

年
頃
ま
で

が

後
期
密
教
で

あ
る

。

七
、

八
世

紀
に

仏
教
は

ネ
パ

！

ル
、

チ
ベ

ッ

ト
に

導
入
さ

れ

た
。

　
ニ

　
ブ
ッ

ダ
の

問
題

−
個
体
の

死
の

問

題
ー

　
パ

ン

ジ

ャ

ブ
地

方
に

侵
入
し

た
イ
ン

ド
・

ア

ー

リ

ア

人
た

ち
は

約
千
年

を
か

け
て

イ
ン

ド

平
原
を
開

拓
し
た
が

、

イ
ン

ド

東
部
に

至
っ

た

頃
、

彼

ら
の

生
産
様

式
や

思

考
に

変

化
が
起
き
て

い

た
。

特
に

都
市
生

活
者
の

中

に

は

「

死
な
な
く
て

は
な
ら
な
い

運

命
に

ど
の

よ

う
に

対
処

す
べ

き
か
」
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と

い

う
よ

う
な
問
題

が
生
ま
れ
て

き
た

。

こ

の

よ

う
な
状
況
の

中
で

仏
教

が
誕
生
し
た

。

個

体
の

精

神
的
至

福
あ
る

い

は

救

済
は

、

そ
れ
以

前
の

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

に

も
認
め
ら

れ
る

が
、

そ
の

後
の

仏
教
が

イ
ン

ド
思
想
史

に
お
い

て

提
示
し
た

宗
教
的
財
で

あ
っ

た
。

ヤ

ス

パ

ー

ス

は、

ブ
ッ

ダ
、

ソ

ク
ラ

テ

ス
、

孔

子、

イ
エ

ス

が
生

き
た

時
代
を

枢
軸
の

時

代
と

名
づ

け

た

が、

こ

の

枢
軸
の

時
代
を
そ
れ
以

前
の

時
代
と
区
別

す
る

も
の

は
個
体

の

精
神
的
至

福
で

あ
っ

た
。

こ

の

宗
教
的
財
を
仏
教
は

紀
元

前
後
ま
で

は

い

わ
ば

専
有
し

て

い

た
。

　

三
　
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

台
頭

　

紀
元
後
に

は
状

況
が
異
な
っ

て

き
た

。

仏
教
の

誕
生
以
前
に

ヴ
ェ

ー

ダ

の

宗
教
は

勢
力
を

弱
め

て

い

た
が
、

仏
教
や
地
域
の

文
化
を

吸
収
し

て

新

し

く
台
頭
し
て

き
た
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
も
ま
た

個
体
の

精

神
的
至
福
に

焦
点

を

当
て

始
め
た
か
ら

だ
。

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

哲
学
の
一

派
ヴ
ァ

イ
シ

ェ

ー

シ

カ

学

派
の

『

ヴ

ァ

イ

シ

ェ

ー
シ

カ

経
』

（

一
・
一
）

（

二

世

紀
頃
の

編

纂
）

は
、

ダ

ル

マ

に

基
づ

い

て

現
世

利
益
（
ア

ビ

ウ

ダ

ヤ
）

と

精
神
的

至
福

（

ニ

ヒ

シ
ュ

レ

ー

ヤ

サ
）

が

あ
る

と

述
べ

る
。

個
体
の

精

神
的

至
福
を
追

求

す
る

ヨ

ー
ガ

の

行
法
は

、

初

期
仏
教
に

お

い

て

重
視
さ

れ
て

い

た
が

、

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

教
で

も
注
目
さ

れ
る
よ

う
に

な
っ

た
。

「

ヨ

ー

ガ

経
』

の

編

纂
は
二

〜
四

世
紀
と

考
え
ら

れ
る

。

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
を
新
し

く
解
釈
し

な

お
し
た

ヴ
ェ

ー

ダ
ー

ン

タ

学

派
の

シ

ャ

ン

カ

ラ

（
八

〇
〇

年
頃
）

も

『

バ

ガ

ヴ

ァ

ッ

ド
・

ギ
ー

タ

ー
』

注
の

序
で

ア

ビ

ウ

ダ
ヤ
と

ニ

ヒ

シ

ュ

レ

ー

ヤ
サ
の

二

種
の

基

本
的
財
と
し
て

述
べ

て

い

る
。

　

四

　
イ
ン

ド
仏

教
の

消

滅

　
こ

の

よ

う
に

ヒ

ン

ド
ゥ

i
教
が

精
神
的
至

福
を
基
本
的
な

財
と
し
て

提

示

す
る

よ

う
に

な
る

と
、

仏
教
は

社
会
に

提
示
す
る

財
を

失
っ

て

い

っ

た
。

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
は
入
生
儀

礼
や

現
世
利
益
を
求
め

る
供
養
（
プ
ー

ジ

ャ

ー
）

を

積
極
的
に

執
行
し

て

い

た
が、

仏
教
は
そ
う
し
た
儀

礼
に

は

冷

淡
で

あ
っ

た
。

密
教
は
儀

礼
を

積
極
的
に

取
り
入
れ
た
が、

仏

教
全

体
の

勢

力
を
回
復
さ
せ
る
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
。

僧
院
中
心
主
義
を
採
っ

て

い

た
仏
教
は

、

イ
ス

ラ

ー

ム

に

よ

り
仏
教
僧
院
が
襲
撃
さ
れ
る

と
、

急
速

に

衰
退
し
た

。

一

方
、

ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
の

知
識
や
儀
礼
は
そ
れ
ぞ
れ
の

家

で

伝
授
さ
れ
て

い

っ

た
。

ま
た、

イ
ス

ラ

ー

ム

は
ヒ

ン

ド
ゥ

ー

教
を
強
制

的
に

改
宗
さ
せ
る

こ

と
は
し

な
か
っ

た
。

俗
な
る
世

界
の

な
か
で

明

確
な

財
を
示
す
こ

と
の

で

き
な

く
な
っ

た
イ
ン

ド
仏
教
は
、

イ
ン

ド
亜

大
陸
よ

り

消
滅
し
た

。

北
イ
ン

ド
が

イ
ス

ラ

ー

ム

の

政
治
的
支

配
を

受
け
る

よ

う

に

な
る

と
、

ベ

ト
ナ
ム

、

カ

ン

ボ

ジ
ア

な
ど
の

東
南
ア

ジ
ア

諸
地
域
に

お

い

て

流

布
し
て

い

た
ヒ

ン

ド

ゥ

i
教
お
よ

び

大
乗
仏

教
も

急
速
に

衰
え

た
。

そ
の

後
、

こ

れ
ら
の

地
域
に

お
そ
ら
く
一

四
、

五

世
紀
に

な
っ

て

テ

ー

ラ

ヴ
ァ

！
ダ
仏
教
が

流

布
し、

今
日

に

至
っ

て

い

る
。

ミ

ャ

ン

マ

ー

に

お

け
る

国
家
・

サ
ン

ガ

関

係

藏

　
本

龍

介

　

問
題
設

定

　
上
座
仏
教

徒
社

会
の

「

近
代
」

を

考
え
る
上
で

は
、

植
民
地

化
の

イ

ン

パ

ク
ト
を

検
討
す
る

こ

と

が
不

可
欠
で

あ
る

。

ミ
ャ

ン

マ

ー

の

サ

ン

ガ

（

出
家
者
集
団）

に

と
っ

て
、

植
民
地
化
の

イ
ン

パ

ク

ト
と
は
、

何
よ

り

も

経
済
的
な

問
題
と
し

て

現
れ

た
。

そ
こ

で

本
発

表
で

は
、

 
植
民
地

化

に

よ
っ

て

国
家
・

サ
ン

ガ

関
係
は

ど
の

よ

う
に

変

化
し
た
の

か
、

 
そ
う
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